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女

死

転

 

ク
金
田
町
の
象
徴
動
植
物
 

（
木
・
花
●
鳥
）
を
制
定
4
 

第
二
次
金
田
町
総
合
計
画
に
 
金
田
町
の
象
徴
動
植
物
を
次
の
 
「木」 

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
 

お
け
る
緑
化
事
業
の
推
進
、
並
 
通
り
制
定
致
し
ま
し
た
の
で
御
 

（
な
の
み
）
 

び
に
地
域
住
民
の
自
然
保
護
精
 
報
告
致
し
ま
す
。
 

「花」 

桜
 

神
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
 

金
田
町
象
徴
動
植
物
 

「鳥」 

う
ぐ
い
す
 

「青少年を非行からまもる全国強調月間」 

七
月
は
、
 

「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
 

も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
夏
休
み
 

に
入
る
と
，
解
放
感
か
ら
子
供
の
心
が
 

ゆ
る
み
、
非
行
に
は
し
り
が
ち
で
す
。
 

小
・
中
・
高
校
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
 

ち
の
ご
両
親
に
は
頭
の
痛
い
季
節
。
 

そ
こ
で
、
少
年
非
行
や
登
校
拒
否
な
 

ど
の
少
年
問
題
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
 

導
し
て
い
る
、
家
庭
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
研
 

究
所
所
長
・
岩
佐
詳
夫
さ
ん
に
、
非
行
 

を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。
 

非
行
を
防
ぐ
家
庭
の
役
割
 

少
年
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

岩
 

佐

 

毒
 

夫
 

親
の
生
活
を
見
せ
る
 

絶
好
の
機
会
 

朝
か
ら
晩
ま
で
子
 

供
と
一
緒
四
十
日
間
 

夏
休
み
は
親
、
特
に
 

母
親
に
と
っ
て
は
、
 

幼
児
期
の
と
き
と
違
 

っ
て
子
供
に
わ
ず
ら
 

わ
し
さ
を
感
ず
る
こ
 

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
 

し
、
目
ざ
わ
り
に
思
え
る
こ
と
 

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
 

視
点
を
変
え
れ
ば
、
夏
休
み
は
 

親
の
日
常
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
 

を
子
供
に
見
せ
る
絶
好
の
機
会
 

な
の
で
す
。
夏
休
み
を
特
別
な
 

期
間
と
考
え
ず
、
構
え
ず
、
い
 

つ
も
ど
お
り
の
生
活
を
送
り
、
 

子
供
を
そ
の
中
に
巻
き
こ
む
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
子
供
は
親
の
観
 

察
者
と
な
り
得
る
の
で
す
？
年
 

齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
批
判
的
 

で
辛
ら
つ
な
眼
で
見
ら
れ
る
覚
 

悟
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、
わ
 

が
家
の
暮
ら
し
が
当
た
り
前
に
 

動
い
て
い
る
背
後
に
あ
る
親
の
 

存
在
を
必
ず
子
供
は
感
じ
と
ろ
 

も
の
で
す
。
 
そ
し
て
こ
れ
は
、
 

子
供
の
非
行
化
を
防
ぐ
、
家
庭
 

の
基
本
的
な
役
割
で
あ
り
ま
す
 

子
供
に
出
さ
せ
る
 

夏
休
み
の
プ
ラ
ン
 

 7 月は 
同和問題啓発強調月間です 

お知らせ 

同和問題講演会 
7月16日（土） 13:30-15:00 金田町総合会館 

■講師 県同和対策局調整課嘱託 小路正憲氏 

■演題 「差別意識の克服をめざして」 

テレビ放送RKB毎日放送 

7 月1‘日（土） 

午前10:30-11:2B 

「よみがえれ 

爽やかな人々」 

7 月2日（土） 

午前10:30-11:25 

「波きらめくとき」 

差別をなくし明るい社会をつくろう 

やさしい気持ちに触れてみませんか？ 

子供も大人も 

ひとがみんな幸せになるって 

簡単そうでとてもむずかしい・・・． 

ひとりひとりの笑顔を 

いつも大切にしたいから 

金田町は、差別のない、明るい社会づくり 

のための様々な行事を開催しています． 

あなたのやさしくて、あたたかい 

気持ち、わけてください。 
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夏
休
み
は
、
子
供
の
自
立
心
 

を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
が
、
 

一
歩
間
違
う
と
、
と
ん
で
も
な
 

い
方
向
に
む
か
う
危
険
性
も
は
 

ら
ん
で
い
ま
す
。
夏
休
み
前
に
 

休
み
中
の
大
ざ
つ
ぱ
な
計
画
を
 

子
供
に
出
さ
せ
、
 
一
緒
に
検
討
 

し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
か
ら
の
 

一
般
的
な
注
意
事
項
も
、
わ
が
 

家
の
状
況
に
合
わ
せ
て
話
し
合
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

た
と
え
ば
，
夜
遊
び
は
や
め
 

よ
う
‘
と
あ
っ
た
ら
、
わ
が
家
 

に
と
っ
て
、
何
時
か
ら
が
夜
遊
 

ぴ
に
な
る
の
か
、
と
い
う
具
合
 

に。 遠
く
の
親
類
を
訪
ね
る
こ
と
 

な
ど
も
含
め
、
親
か
ら
離
れ
て
 

外
泊
す
る
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
 

厳
し
す
ぎ
る
と
思
う
く
ら
い
に
 

目
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

子
供
が
う
る
さ
が
っ
て
も
、
 

お
父
さ
ん
た
ち
は
こ
う
い
う
こ
 

と
は
き
ち
ん
と
し
た
い
の
だ
と
 

い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
 

大
切
で
す
。
 

ひ
と
た
び
外
泊
は
気
楽
な
も
 

の
だ
と
い
う
下
地
が
で
き
る
と
 

、
親
子
間
で
何
か
起
こ
っ
た
と
 

き
、
簡
単
に
家
を
飛
び
出
す
と
 

い
う
行
動
に
つ
な
が
る
心
配
が
 

あ
り
ま
す
。
 

伝
言
板
の
や
り
と
り
で
 

親
子
の
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
 

最
後
に
ひ
と
つ
提
案
を
。
休
 

み
を
機
に
、
台
所
や
ト
イ
レ
な
 

ど
に
伝
言
板
を
取
り
付
け
、
文
 

字
に
よ
る
親
子
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
 

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
 

い。 口
で
は
言
い
争
い
に
な
る
こ
 

と
も
、
文
字
に
す
る
と
冷
静
に
 

伝
わ
り
ま
す
。
 

お
互
い
に
気
づ
か
な
か
っ
た
一
 

面
に
触
れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
 

効
果
が
あ
る
も
の
で
す
。
 

金
田
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
プ
 

10 

周
年
記
念
大
会
 

・
期
日
 

7
月
 24 

日
 25 

日
 

予
備
日
 

26 

日
 

・
試
合
開
始
 

9
時
ー
 

o
会
場
 

町
民
球
場
 

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

平
原
グ
ラ
ン
ド
 

・
参
加
チ
ー
ム
数
 

32 

チ
ー
ム
 

o
金
田
J
R
A

チ
ー
ム
 

町
民
球
場
 

第
2
試
合
 

10 

時
 30 

分
ー
 

o
金
田
J
R
B

チ
ー
ム
 

平
原
グ
ラ
ン
ド
 

第
4
試
合
 

13 
時
 30 
分
ー
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七
月
短
歌
詠
草
 

公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

さ
り
げ
な
く
老
弱
を
言
ふ
ひ
 

と
言
を
病
の
床
に
か
み
し
め
 

て
を
り
 

阿
部
 
重
宏
 

眼
に
見
え
ぬ
耳
に
聞
こ
え
ぬ
 

む
な
ぬ
ち
 

も
の
の
あ
り
わ
が
胸
裡
の
ど
 

ろ
ど
ろ
の
像
 田

村
 
武
夫
 

新
し
き
鍬
を
買
ひ
き
て
古
き
 

鍬
丁
寧
に
洗
ひ
て
小
屋
に
仕
 

舞
ひ
ぬ
 

渡
辺
 
勝
由
 

独
り
身
の
老
婆
訪
ね
て
語
り
 

る
る
人
の
世
の
無
情
に
心
さ
 

の
 (r
 

r
' ?

 

び
し
く
 

三
村
 

和
子
 

傘
寿
な
る
叔
母
が
牡
丹
を
切
り
 

く
る
る
帰
り
支
度
の
荷
物
に
添
 

え
て
 

田
代
 

稔
 

家
族
等
の
無
事
を
願
う
て
八
十
 

年
生
き
来
し
母
の
た
だ
眠
る
ば
 

か
り
と
は
 

田
村
キ
ヌ
ユ
 

静
か
な
る
夫
の
寝
息
を
き
き
な
 

が
ら
い
つ
の
日
か
こ
む
別
れ
思
 

へ
り
 

岡
野
冨
司
生
 

山
焼
の
峰
の
防
火
線
は
中
国
の
 

長
城
に
似
て
連
な
り
煙
る
 

千
手
佐
起
子
 

姑
と
夫
の
並
び
ま
つ
ら
る
る
神
 

前
に
今
日
中
日
の
お
は
ぎ
を
捧
 

ぐ
 

福
田
 

昌
 

望
楼
に
黄
色
旗
の
立
ち
長
城
は
 

ほ
く
て
き
 

北
狭
の
襲
来
告
げ
カ
る
ご
と
し
 

井
手
元
智
恵
子
 

河
原
に
咲
き
は
じ
め
た
る
菜
の
 

花
を
手
折
り
来
て
部
屋
に
春
を
 

よ
ぶ
な
り
 

植
木
 
武
文
 

汝
と
遇
ひ
四
＋
六
年
過
ぎ
た
る
 

か
今
宵
つ
く
づ
く
寝
顔
見
て
居
 

り
 

山
口
 

倭
子
 

別
る
る
と
き
歌
友
に
も
ら
ひ
し
 

皿
出
し
笥
を
盛
り
ぬ
木
の
芽
も
 

そ
え
て
 

佐
竹
喜
久
雄
 

数
へ
子
は
大
工
と
な
り
て
日
も
 

す
が
ら
ロ
笛
吹
き
っ
っ
釘
を
打
 

ち
を
り
 

小
野
と
め
子
 

古
稀
に
な
ら
ば
白
髪
は
染
め
ぬ
 

と
き
め
た
れ
ど
や
つ
ぱ
り
染
め
 

て
ク
ラ
ス
会
に
ゆ
く
 

並
川
 
君
子
 

最
後
の
天
気
予
報
を
見
や
り
つ
 

つ
変
哲
も
な
き
今
日
を
し
め
く
 

く
る
 

福
原
 
照
子
 

足
首
の
治
療
を
受
け
し
わ
が
娘
 

白
き
包
帯
を
喜
び
て
る
る
 

守
田
 
豊
子
 

歳
月
に
削
り
採
ら
れ
し
香
春
岳
 

よ
り
今
朝
の
太
陽
は
ま
ぶ
し
く
 

昇
ろ
 

金

田

町

こ

ど

も

会

 

育
成
連
絡
協
議
会
行
事
予
定
 

O
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
 

期
日
 

7
月
 24 

日
ー
 26 

日
 

会
場
 
英
彦
山
青
年
の
家
 

キ
ャ
ン
プ
場
 

〇
子
供
会
夏
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

内
容
 
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

女
子
フ
ッ
ト
べ
1

ス
 

ポ
ー
ル
 

期
日
 

7
月
 31 

日
 

会
場
 
町
内
各
グ
ラ
ソ
ド
 

〇
子
ど
も
祭
 

期
日
 

9
月
3
日
 

会
場
 

未
定
 

O
金
田
町
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

大
会
 
期
日
 

9
月
4
日
 

下
田
川
老
人
大
学
開
講
プ
 

昭
和
 63 

年
度
下
田
川
老
人
大
 

学
を
本
年
も
開
講
致
し
ま
し
た
 

こ
の
大
学
は
本
年
で
3
年
目
を
 

迎
え
生
徒
数
も
年
々
増
加
し
老
 

人
の
生
が
い
対
策
の
一
環
と
し
 

又
週
一
回
の
社
交
の
場
と
し
て
 

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
 

過
去
2
年
間
は
老
人
の
健
康
 

を
テ
ー
マ
と
し
て
教
養
講
座
を
 

計
画
致
し
ま
し
た
が
「
本
年
は
 

私
共
の
ふ
る
里
田
川
を
研
究
し
 

よ
う
と
言
う
事
で
、
郷
土
史
の
 

講
座
を
連
続
5
回
で
計
画
致
し
 

て
お
り
ま
す
。
 
い
ず
れ
も
午
前
 

中
の
講
座
で
す
の
で
、
希
望
さ
 

れ
る
方
は
受
講
さ
れ
る
よ
う
ご
 

案
内
致
し
ま
す
。
講
座
の
日
時
 

い
じ
め
な
い
、
 

は
次
の
通
り
で
す
。
 

第
一
回
 

7
月
7

日
 
（
講
演
済
）
 

「
遠
賀
川
上
流
域
の
考
古
学
」
 

講
師
・
 
郷
土
史
研
究
家
 

小
方
 
泰
宏
氏
 

第
二
回
 

7
月
 14 

日
（
講
演
済
）
 

「
江
戸
中
期
農
民
の
生
活
」
 

講
師
 
郷
土
史
研
究
家
 

苅
屋
 
正
士
氏
 

第
三
回
 

7
月
 21 

日
 

「
香
春
岳
落
城
史
」
‘
 

講
師
 
郷
士
史
研
究
家
 

芦
馬
 
虎
雄
氏
 

第
四
回
 

7
月
 28 

日
 

「
田
川
の
交
通
」
 

講
師
 
郷
士
史
研
究
象
 

村
上
 
利
男
氏
 

第
五
回
 

8
月
 25 

日
 

「
明
治
四
年
の
田
川
の
一
撲
」
 

講
師
 
郷
士
史
研
究
家
 

宮
永
 
駿
逸
氏
 

以
上
5
回
の
連
続
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
、
尚
当
大
学
は
 11 

月
 17 

日
閉
講
式
と
な
つ
て
お
り
そ
の
 

間
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
教
 

養
講
座
と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
 

で
受
講
さ
れ
る
方
は
講
話
の
内
 

容
等
く
わ
し
い
事
は
中
央
公
民
 

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

子
供
も
お
年
寄
り
も
 

町
民
体
育
祭
開
く
ガ
 

本
町
第
 14 

回
町
民
体
育
祭
が
 

金
田
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
 

17 

地
区
公
民
館
の
子
供
か
ら
お
 

年
寄
り
ま
で
応
援
も
合
せ
て
約
 

二
千
人
が
参
加
し
、
初
夏
の
日
 

差
し
の
も
と
で
体
を
思
い
切
り
 

動
か
し
ま
し
た
．
地
区
対
坑
や
 

子
供
と
親
が
一
緒
に
出
場
す
る
 

も
の
な
ど
全
員
が
楽
し
め
る
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
 

ア
メ
食
い
競
走
や
借
り
物
競
走
 

な
ど
に
声
援
が
飛
び
交
り
、
日
 

ご
ろ
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
 

父
母
た
ち
も
子
供
た
ち
と
一
緒
 

に
走
り
親
子
の
交
流
を
深
め
ま
 

し
た
。
 

い
じ
め
ら
れ
な
い
 

世
の
中
を
 

海
技
免
状
の
引
き
換
え
は
 

△
…
す
み
ま
し
た
か
…
▽
 

O
海
技
免
状
は
、
法
律
が
改
正
 

さ
れ
、
5
年
ご
と
の
更
新
が
 

必
要
と
な
り
、
昭
和
 62 

年
4
 

月
 30 

日
か
ら
更
新
事
務
が
開
 

始
さ
れ
て
い
ま
す
．
 

O
昭
和
 58 

年
4
月
 29 

日
以
前
に
 

交
付
を
受
け
た
海
技
免
状
は
 

ま
ず
、
免
状
の
引
き
換
え
（
 

様
式
が
変
更
さ
れ
て
い
る
）
 

を
行
い
、
そ
の
後
5
年
ご
と
 

の
更
新
を
行
う
こ
と
と
な
り
 

ま
す
．
 

※
引
さ
換
え
期
間
 

m
大
型
免
状
及
び
一
ー
「
一
 

級
小
型
の
免
状
は
、
昭
 

和
 63 

年
3
月
 31 

日
ま
で
 

②
四
級
小
型
の
免
状
は
、
 

昭
和
 63 
年
4
月
ー
日
か
 

ら
5
年
間
 

O
海
技
免
状
の
引
き
換
え
を
行
 

わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
免
状
 

は
失
効
し
、
使
え
な
く
な
り
 

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
統
 

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

〇
引
き
換
え
に
つ
い
て
の
詳
細
 

は
、
九
州
運
輸
局
又
は
海
運
 

支
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

九
州
運
輸
局
船
員
部
 

船
舶
職
員
課
 

皿
0
9
3
1
3
3
2
ー 

8
0
9
4
 

ご
存
知
で
す
か
 

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
ク
 

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
 

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
 

が
作
つ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
 

済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
 

年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
 

に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
 
一
般
 

の
退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
 

事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
 

る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業
と
 

い
う
ー
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
 

限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
 

期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
 

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
 

設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
 

で
す
。
 

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
 

か
ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、
 

極
め
て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
事
 

業
主
、
百
六
拾
八
万
人
の
労
働
 

者
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
 

職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
 

で
に
四
＋
四
万
人
の
労
働
者
が
 

退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額
 

は
、
九
百
三
十
四
億
円
を
起
え
 

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
 

こ
と
は
、
下
記
に
お
間
い
合
わ
 
住
所
 
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
 

せ
下
さ
い
。
 

」 

・ 

ー
三
ー
＋
三
 

記
 

電
話
 
〇
九
二
（
七
六
一
）
o
 

建
退
共
 
福
岡
支
部
 

一
一
lnI
五
 

ミ
ミ
、
‘
、
f
、
一
！
（
し
？
‘
・
‘
ミ
！
●
●
‘
'
 

ー
猟
銃
の
適
正
保
管
と
 

残
火
薬
類
の
措
置
確
実
に
ー
 

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
 

気
の
緩
み
か
ら
猟
銃
や
残
火
薬
 

類
の
保
管
、
取
扱
い
が
お
ろ
そ
 

か
に
な
り
、
こ
れ
ら
猟
銃
等
に
 

ま
つ
わ
る
盗
難
や
紛
失
事
故
、
 

ま
た
、
こ
れ
を
使
用
し
た
凶
悪
 

事
件
の
発
生
も
十
分
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
 

次
の
こ
と
を
厳
守
し
、
事
件
 

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

猟
銃
、
空
気
銃
や
残
弾
の
保
管
 

は
確
実
に
ノ
 

〇
狩
猟
期
終
了
後
、
銃
を
保
管
 

庫
に
納
め
る
と
き
は
、
ま
ず
 

田

川

警

察

署

 

弾
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

〇
銃
は
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、
弾
は
 

装
弾
ロ
ッ
カ
ー
に
保
管
し
、
 

確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。
 

楽
残
火
薬
類
の
措
眉
は
確
実
に
 

〇
弾
は
、
計
画
的
に
必
要
な
量
 

だ
け
購
入
し
ま
し
よ
う
．
 

O
残
弾
が
あ
る
場
合
は
，
射
撃
 

場
で
の
射
撃
大
会
、
訓
練
等
 

で
消
費
し
、
ま
た
、
警
察
署
 

に
廃
棄
依
頼
す
る
か
、
銃
砲
 

火
薬
店
に
保
管
依
頼
し
ま
し
 

よ・つ。 

ロ河川愛護月間E 
'‘水辺1にやすらぎ 心にゆとり，, 

みんなの川です。大切1こしましょう。 

建設省遠賀川工事事務所 

郡
 大
会
へ
向
け
熱
戦
展
開
ノ
 

昭
和
 63 

年
度
田
川
郡
体
イ
ン
 

デ
ィ
ア
カ
大
会
に
出
場
を
目
指
 

し
て
、
本
町
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
 

大
会
が
去
る
 12 

日
町
民
会
館
で
 

開
か
れ
た
．
出
場
チ
ー
ム
は
 30 

才
代
の
部
七
チ
ー
ム
と
 40 

才
代
 

の
部
が
、
六
チ
ー
ム
で
熟
戦
を
 

繰
り
広
げ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
 

会
も
回
を
重
ね
る
度
に
盛
大
に
 

な
り
、
コ
ー
ト
を
4
人
の
選
手
 

た
ち
が
懸
命
に
動
き
、
シ
ャ
ト
 

ル
を
追
っ
て
優
勝
め
ざ
し
、
見
 

事
な
ラ
リ
ー
の
応
酬
を
見
せ
た
 

結
果
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

「
三
十
才
代
」
 

1
位
 
南
木
公
民
館
 

2
位
 
三
区
公
民
館
 

3
位
 
二
区
公
民
館
 

「
四
十
才
代
」
 

1
位
 
南
木
公
民
館
 

2
位
 
六
区
公
民
館
 

3
位
 
三
区
公
民
館
 

以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
す
、
各
 

地
区
の
公
民
館
長
さ
ん
や
体
育
 

部
長
さ
ん
更
に
関
係
者
み
な
さ
 

ん
の
ご
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

中
央
公
民
館
 

昭
和
 63 
年
度
金
田
町
青
少
年
 

廿
育
成
町
民
会
議
総
会
終
る
廿
 

去
る
5
月
 31 

日
金
田
町
総
合
 

会
館
に
て
大
島
町
長
の
出
席
を
 

い
た
だ
き
、
町
民
会
議
の
総
会
 

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
 
こ
の
町
 

民
会
議
は
、
 
61 

年
に
結
成
さ
れ
 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
各
 

種
団
体
の
代
表
者
に
よ
り
組
織
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
間
各
部
会
に
分
散
し
各
 

分
会
で
事
業
計
画
を
樹
立
し
運
 

動
し
て
来
た
所
で
あ
り
ま
す
。
 

ア
イ
サ
ッ
運
動
を
始
め
地
区
講
 

演
会
や
地
区
懇
談
会
、
又
少
年
 

の
主
張
大
会
な
ど
一
連
の
行
事
 

を
逐
行
す
る
と
共
に
、
地
域
住
 

民
に
町
民
会
議
の
主
旨
目
的
等
 

啓
家
啓
発
に
全
カ
を
揚
け
今
日
 

に
到
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
今
迄
の
各
種
事
業
の
 

反
省
に
た
っ
て
良
り
効
果
的
に
 

運
動
を
進
め
る
事
を
確
認
し
、
 

新
し
い
役
員
を
選
出
し
て
閉
会
 

致
し
ま
し
た
役
員
は
次
の
通
り
 

で
す
】
 

金
田
町
青
少
年
町
民
会
議
 

会
長
 

藤
林
 
俊
信
 

副
会
長
 
大
熊
 
康
郷
 

田
中
貴
美
男
 

竹
宗
 
学
 

・
補
導
環
境
部
会
 

部
会
長
 

柴
田
 
鉄
男
 

副
部
会
長
 
犬
養
 
光
博
 

o
健
全
育
成
部
会
 

部
会
長
 

小
野
 
義
春
 

副
部
会
長
 
福
田
 
昌
 

o
家
庭
部
会
 

部
会
長
 

森
本
 
正
敏
 

副
部
会
長
 
米
家
 
武
志
 

・
監
事
 石

川
 

明
 

吉
田
 
民
春
 

町
民
各
位
の
御
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
 

ま
す
。
 

事
務
局
 

金
田
中
学
校
 

竹
 

宗
 

知
 

美
 

◆
捜
査
活
動
に
こ
協
力
を
◆
 

捜
査
活
動
に
対
す
る
皆
様
方
 

の
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

O
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
 

〇
聞
き
込
み
捜
査
に
御
協
力
を
 

O
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ろ
 

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を
 

〇
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
必
ず
 

届
け
出
を
 

0

「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
 

ら
一
一
O
番
を
 

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
や
情
報
 

は
、
田
川
警
察
署
 

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
暴
力
団
特
 

別
取
締
本
部
⑩
二
一
二
O
 

※
ク
あ
な
た
と
家
族
の
安
全
と
 

秘
密
は
、
警
察
が
絶
対
に
守
 

り
ま
す
．
4
 

◆
め
い
わ
く
駐
車
の
追
放
◆
 

本
年
一
月
、
田
川
市
日
の
出
 

町
で
火
災
が
発
生
し
た
際
、
違
 

法
駐
車
車
 

両
の
た
め
 

消
防
車
が
 

入
れ
ず
、
 

消
火
活
動
 

に
大
き
な
 

障
害
に
な
 

る
と
い
う
 

事
案
が
発
生
し
、
一
歩
間
違
え
 

ば
大
惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
 

た。 

「
一
寸
の
駐
車
ぐ
ら
い
」
と
、
 

あ
な
た
は
簡
単
に
考
え
て
い
ま
 

せ
ん
か
？
 

駐
車
車
両
は
、
道
路
を
狭
く
 

し
て
交
通
渋
帯
の
原
因
と
な
り
 

見
通
し
を
妨
げ
て
、
交
通
事
故
 

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

※
違
法
駐
車
を
追
放
し
、
明
る
 

く
住
み
よ
い
安
全
な
田
川
を
 

築
き
ま
し
ょ
う
．
 

「
け
し
」
「
大
麻
」
の
 

五
、
六
月
は
、
け
し
の
開
花
 

実
期
で
、
大
麻
の
発
育
期
で
す
 

警
察
で
は
、
こ
の
時
期
に
、
 

け
し
・
大
麻
の
不
正
裁
培
や
，
 

野
生
の
け
し
・
大
麻
の
撲
滅
を
 

図
る
と
と
も
に
、
け
し
・
大
麻
 

に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
 

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

け
し
・
大
麻
の
不
正
裁
培
や
 

野
生
の
け
し
・
大
麻
を
見
か
け
 

た
方
は
、
田
川
警
察
署
＠
2
1
 

不
正
栽
培
の
防
止
 

2
O
又
は
、
最
寄
り
の
派
出
所
 

駐
在
所
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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お

知

ら

せ

V

（
福
岡
県
）
 

昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日
か
 

ら
、
昭
和
六
十
四
年
八
月
三
＋
 

一
日
ま
で
に
県
が
発
注
す
る
物
 

品
関
係
の
指
名
競
争
入
札
の
参
 

加
資
格
を
得
る
た
め
の
「
指
名
 

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
 

書
」
の
受
付
を
下
記
の
と
お
り
 

行
い
ま
す
。
 記

 

1
、
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て
 

m
受
付
期
間
 
昭
和
六
十
三
 

年
七
月
一
日
 
（
金
）
か
ち
七
月
 

三
十
月
（
土
）
ま
で
（
た
だ
し
 

日
曜
日
は
除
く
）
 

②
受
付
時
間
 
午
前
九
時
か
 

ら
十
一
時
」
干
分
ま
で
、
午
後
 

十
三
時
か
ら
十
六
時
ま
で
 
（た 

だ
し
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
 

午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
）
 

⑧
受
付
場
所
 
福
岡
県
庁
行
 

政
棟
地
下
5
号
会
議
室
 

2
、
資
格
要
井
 

次
の
各
号
に
該
当
す
る
方
は
指
 

名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
 

必
要
な
資
格
を
認
め
ら
れ
ま
せ
 

ん． m
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
 

者
並
に
破
産
者
で
復
権
を
得
て
 

い
な
い
者
 

②
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
 

等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
 

て
こ
れ
を
得
て
い
な
い
者
 

⑧
資
格
審
査
申
請
書
及
で
添
 

付
書
類
に
故
意
に
虚
偽
の
事
実
 

を
記
載
し
た
者
 

④
原
則
と
し
て
同
種
の
営
業
 

を
引
き
続
き
ニ
年
以
上
営
ん
で
 

い
な
い
者
 

3
、
申
請
用
紙
に
つ
い
て
 

申
請
用
紙
は
昭
和
六
十
三
年
六
 

月
「
日
（
水
）
か
ら
次
の
場
所
 

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
 

（
一
部
 

三
百
円
）
 

m
政
府
刊
行
物
県
庁
サ
ー
ビ
 

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
ー
 

七
（
福
岡
県
庁
地
下
総
合
売
店
 

内） 

（
〇
九
二
）
六
四
一
ー
七
 

八
三
八
 

の
政
府
刊
行
物
福
岡
サ
ー
ビ
 

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
四
ー
五
ー
 

十
（
〇
九
二
）
七
二
一
ー
四
八
 

四
六
 

⑧
政
府
刊
行
物
サ
ー
ピ
ス
セ
 

ン
タ
ー
 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
ニ
ー
 

十
一
ー
一
（
合
同
庁
舎
内
）
(
O
 

九
二
）
 
四
一
一
ー
六
二
〇
四
 

固
政
府
刊
行
物
北
九
州
サ
ー
 

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
一
ー
 

一
（
北
九
州
市
役
所
内
）
(
O
九
 

三） 

五
八
ニ
ー
四
一
二
四
 

伺
朋
文
堂
（
書
店
）
飯
塚
市
 

本
町
十
五
ー
ニ
（
O
九
四
八
）
 

一
「
一
ー
一
六
二
六
 

⑧
信
光
堂
（
書
店
）
行
橋
市
 

大
橋
三
ー
五
ー
五
（
O
九
三
o
 

一
一
）
一
】
→
O
lll
四
八
 

⑦
江
頭
書
店
久
留
米
市
東
合
 

川
町
九
四
一
 
（
〇
九
四
二
）
四
 

111
1
」ハーーーーー 

巌
郵
送
に
よ
る
販
売
に
つ
い
て
 

社
電
話
で
直
接
販
売
店
へ
お
 

間
い
合
わ
せ
下
さ
い
．
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「
リ
ウ
マ
チ
」
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
 

ー
県
立
嘉
穂
病
院
よ
り
ー
 

当
病
院
で
は
リ
ク
マ
チ
患
者
 

の
自
立
と
病
気
進
行
の
予
防
の
 

た
め
、
次
の
通
り
教
室
を
開
い
 

て
お
り
ま
す
の
で
受
講
を
お
勧
 

め
し
ま
す
。
 

△
1
月
 13 

日
（
水
）
 

講
議
内
容
 

〇
リ
ウ
マ
チ
と
は
 

O
リ
ハ
ビ
リ
 

〇
療
養
相
談
 

△
8
月
3
日
（
水
）
 

〇
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
と
検
査
 

〇
リ
ハ
ビ
リ
 

O
療
養
相
談
 

△
9
月
1
日
（
水
）
 

O
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
と
治
療
 

〇
栄
養
と
食
事
 

〇
療
養
相
談
 

△
m
月
5
日
（
水
）
 

O
日
常
生
活
の
注
意
と
工
夫
 

〇
懇
談
会
 

時
間
 
午
後
ー
時
 30 

分
1
3
時
 

場
所
 
県
立
嘉
穂
病
院
 

講
師
 
医
師
 
そ
の
他
 

来
春
大
学
等
を
卒
業
 

さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
 

福
岡
県
人
材
協
で
は
、
大
学
 

短
大
、
高
専
を
来
春
卒
業
さ
れ
 

る
方
々
を
対
象
に
、
福
岡
県
の
 

産
業
事
情
な
ど
就
職
に
役
立
つ
 

情
報
を
提
供
す
る
「
就
職
ガ
イ
 

ダ
ン
ス
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
 

の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加
下
さ
い
 

参
加
者
に
は
、
大
卒
者
求
人
一
 

覧
表
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

〇
北
九
州
会
場
 

日
時
 

8
月
5
日
（
金
）
 

13 
時
 30 

分
ー
 16 
時
 

場
所
 
八
幡
市
民
会
館
 

O
福
岡
会
場
 

日
時
 
8
月
8

日
（
月
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 16 

時
 

場
所
 
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
 

通
、
電
気
ホ
ー
ル
 

〇
内
容
 

県
勢
一
般
、
県
の
労
働
市
場
 

の
現
状
、
各
業
界
の
概
要
等
 

説
明
 

0
問
合
せ
先
 

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
 

晃
〒
芭
四
ー
一
五
五
六
 

福
岡
県
雇
用
対
策
協
会
 

兄
〒
豊
T

一
六
五
五
 

税
務
職
員
 

（
税
務
大
学
校
生
）
募
集
 

田

川

税

務

署

 

国
家
公
務
員
採
用
I
種
試
験
 

（
税
務
）
に
合
格
し
て
税
務
職
 

員
に
採
用
さ
れ
る
と
、
約
一
年
 

三
ケ
月
間
税
務
大
学
校
で
研
修
 

を
受
け
た
後
、
税
務
署
な
ど
で
 

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
の
 

仕
事
に
従
事
し
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 43 

年
4
月
 

2
日
か
ら
昭
和
 46 

年
4
月
ー
 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
 

か
ら
7
月
 13 

日
ま
で
 

▽
第
一
次
試
験
 
10 

月
2
日
 

▽
第
二
次
試
験
 
11 

月
7
日
か
 

ら
 11 
月
 18 

日
の
間
の
ー
日
 

▽
最
終
合
格
者
発
表
 
12 
月
 14 

日
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
九
州
地
域
 

で
約
2
5
0
名
 

▽
採
用
予
定
日
 
昭
和
 64 

年
4
 

月
ー
日
 

▽
お
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
国
税
 

局
ヌ
は
田
川
税
務
署
へ
 

▽
申
込
受
付
期
間
 
7
月
6
日
 

④
0
4
3
0
 

昭
和
 63 
年
度
 

／
消
防
設
備
士
試
験
の
実
施
／
 

昭
和
 63 

年
度
消
防
設
備
士
試
 

験
及
び
準
備
講
習
会
を
次
の
要
 

領
で
行
い
ま
す
。
 

0
試
験
 

一
、
試
験
期
日
 

昭
和
 63 

年
8
月
 21 

日
（
日
）
 

二
、
試
験
の
種
類
 

甲
類
 
第
一
類
ー
第
五
類
 

乙
類
 
第
一
類
ー
第
七
類
 

三
、
試
験
会
場
 

福
岡
市
（
福
大
高
宮
校
舎
）
 

北
九
州
市
（
北
九
州
大
学
）
 

e
準
備
講
習
会
 

一
、
講
習
日
時
 

昭
和
 63 

年
8
月
6

日
、
8
月
 

7
日
二
日
間
 

二
、
講
習
場
所
 

中
間
市
下
蓮
花
寺
 

中
間
市
中
央
公
民
館
 

三
、
受
付
期
間
 

昭
和
 63 
年
7
月
ー
日
ー
 14 

日
 

四
、
受
付
場
所
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

木がたくさんある所に行く 

と、いい香りがし、すがすが 

しい気分になります。 これは 

樹木が害虫などから自分を守 

るために、葉や芽からフィト 

ンチッドという特殊な物質を 

発散していることによります 

森林浴というのは、森に入 

ってこのフイ トンチッドを浴 

びることなのです。 

フィ、トンチッドには、人間 

の神経を鎮静化したりする働 

きがあり、また、木の緑も安 

らぎを与えてくれる効果があ 

ることから、森林浴が注目さ 

れるようになったのです。 

フィ トンチッドは放散しや 

すいので、森林浴には木が覆 

いかぶさるようになっている 

深い森がいいといわれていま 

す。 

夏は野外に出る機会が多く 

なります。7月21日～8月20日 

までは自然に親しむ運動の期 

間です。今年の重点目標は 

「自然を尊び、自然から学ぶ 

ことの奨励」です。 

〈 生徒募集 , 

三 ●健康体操●ェアロビクス ， 
七 ●ジャズダンス 

1 いい汗流してリフレッシュ I 

ミ 場所 金田町民会館 

日時 土曜日 マ 

‘ 大人 PM 7:30-8:30 I 
, （中学生以上） 1 
, 子供 PM 2:00-3:00 く 

i (5 オ以上） ' 

ン 入会金5, 000円月謝3,000円 〈 

〈 連絡先 昼 0948 (24) 06 15 5 
夜 0947(22)6128 ミ 

1 スタジオD~ g 

夏休み 

こ
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
 

地
域
に
根
づ
く
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
 

人
と
人
と
の
出
会
い
の
場
を
 

つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
 

地
域
社
会
の
課
題
で
あ
る
と
い
 

わ
れ
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
活
動
に
は
、
 

障
害
者
の
介
助
な
ど
、
困
つ
て
 

い
る
人
を
助
け
る
と
い
つ
た
役
 

割
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地
域
 

に
潤
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
効
 

果
も
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
子
 

供
た
ち
に
、
社
会
や
地
域
を
よ
 

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
 

も
た
せ
る
上
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
 

イ
ァ
活
動
は
生
き
た
教
材
に
な
 

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．
 

さ
あ
、
こ
の
夏
休
み
を
利
用
 

し
て
、
家
族
や
地
域
の
人
々
と
 

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
体
験
を
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
 

な
い
と
い
う
人
も
、
み
ん
な
で
 

集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
 

え
ば
、
き
つ
と
す
ば
ら
し
い
企
 

画
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
は
、
自
 

分
の
で
き
る
こ
と
や
得
意
な
分
 

野
を
生
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
 

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
 

は
、
だ
れ
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
 

る
活
動
を
い
く
つ
か
考
え
て
み
 

ま
し
た
．
 

家
庭
を
開
放
し
て
 

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
 

外
国
に
は
、
近
隣
の
人
を
招
 

い
て
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
 

く
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
 

う
に
、
わ
が
家
を
開
放
し
て
、
 

近
所
の
人
が
気
軽
に
足
を
運
べ
 

る
よ
う
な
パ
ー
テ
イ
ー
を
催
し
 

ま
し
よ
う
。
だ
れ
に
で
も
で
き
 

る
、
最
も
簡
単
な
地
域
の
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。
 

こ
ど
も
会
と
 

老
人
ク
ラ
プ
の
合
同
行
事
 

日
ご
ろ
、
こ
ど
も
会
と
老
人
 

ク
ラ
プ
が
別
々
に
活
動
し
て
い
 

る
と
こ
ろ
で
は
、
折
に
ふ
れ
て
 

一
緒
に
活
動
す
る
機
会
を
も
ち
 

た
い
も
の
で
す
。
 

お
年
寄
り
の
知
恵
と
経
験
を
子
 

供
た
ち
に
伝
え
る
最
良
の
方
法
 

と
い
え
る
で
し
ょ
う
．
お
年
寄
 

り
と
子
供
が
交
流
で
き
る
企
画
 

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
 

ょ
う
か
。
 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

金
田
ジ
ユ
ニ
ア
ク
ラ
グ
よ
り
 

御
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

当
町
の
教
育
事
業
に
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
教
育
長
 

植
高
 
茂
樹
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

古
田
 
テ
ル
 

殿
 

相
原
 
早
人
 
殿
 

松
本
 
明
美
 
殿
 

室
 

キ
、
、
、
ュ
殿
 

中
嶋
 
美
智
子
殿
 

岡
村
 

彰
殿
 

広
沢
 
サ
ツ
キ
殿
 

市
丸
 
秀
樹
 
殿
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
 

と
し
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
 

有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 
義
臣
 

×
 

×
 

×
 

×
 

若
林
 
キ
ミ
ェ
 

殿
 

松
本
 

明
 

殿
 

右
の
方
よ
り
神
崎
第
二
老
人
 

ク
ラ
プ
え
、
香
典
返
し
と
し
て
 

寄
附
を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 
金
田
町
神
崎
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
 

会
長
 
森
藤
秋
四
郎
 


